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ア

ブ

デ

ュ

ル

レ

シ

ト

・

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

著 

小

松

香

織

・

小

松

久

男

訳 
『

ジ

ャ

ポ

ン

ヤ

―

―

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

明

治

日

本

探

訪

記

―

―

』 

（

イ

ス

ラ

ー

ム

原

典

叢

書

） 

 

岩

波

書

店 
 

二

〇

一

三

・

七

刊 

Ａ

５ 

五

三

六

頁 

九

四

〇

〇

円 

  

ア

ブ

デ

ュ

ル

レ

シ

ト

・

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

（

一

八

五

七

―

一

九

四

四

）

は

、

ロ

シ

ア

の

タ

タ

ー

ル

人

ウ

ラ

マ

ー

（

学

識

者

）

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

、

旅

行

家

で

、

明

治

末

期

の

日

本

を

訪

問

し

た

こ

と

や

、

再

来

日

後

に

東

京

モ

ス

ク

の

初

代

イ

マ

ー

ム

（

指

導

者

）

を

務

め

た

こ

と

で

知

ら

れ

る

。

本

書

は

、

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

ユ

ー

ラ

シ

ア

旅

行

記

『

イ

ス

ラ

ー

ム

世

界

―

日

本

に

お

け

る

イ

ス

ラ

ー

ム

の

普

及

』

（

イ

ス

タ

ン

ブ

ル

、

一

九

一

〇

年

。

原

文

は

ア

ラ

ビ

ア

文

字

表

記

の

ト

ル

コ

語

、

す

な

わ

ち

オ

ス

マ

ン

語

）

か

ら

、

日

本

滞

在

記

の

部

分

を

中

心

に

訳

出

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

ユ

ー

ラ

シ

ア

旅

行

に

つ

い

て

は

、

小

松

久

男

著

『

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

―

ロ

シ

ア

・

オ

ス

マ

ン

帝

国

・

日

本

』

（

刀

水

書

房

、

二

〇

〇

八

年

）

に

く

わ

し

い

。

ま

た

、
『

イ

ス

ラ

ー

ム

世

界

』

の

邦

訳

は

、

す

で

に

同

じ

訳

者

に

よ

り

『

ジ

ャ

ポ

ン

ヤ

―

イ

ス

ラ

ム

系

ロ

シ

ア

人

の

見

た

明

治

日

本

』

（

第

三

書

館

、

一

九

九

一

年

）

と

し

て

刊

行

さ

れ

て

い

る

が

、

今

回

岩

波

書

店

の

「

イ

ス

ラ

ー

ム

原

典

叢

書

」

へ

の

収

録

に

際

し

て

、

本

書

で

は

増

補

・

改

訂

が

行

わ

れ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

に

留

意

し

な

が

ら

、

以

下

本

書

の

内

容

を

見

て

い

く

。 

 

ま

ず

、

原

書

の

序

文

に

該

当

す

る

部

分

（

「

す

べ

て

を

開

く

全

知

の

神

よ

」

）

と

「

ト

ル

キ

ス

タ

ン

」

の

章

が

本

書

で

は

新

た

に

訳

出

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

に

よ

り

、

帝

政

ロ

シ

ア

に

お

い

て

ム

ス

リ

ム

の

政

治

運

動

を

組

織

し

て

い

た

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

が

、

一

九

〇

七

年

末

、

ブ

ハ

ラ

、

サ

マ

ル

カ

ン

ド

を

は

じ

め

と

す

る

中

央

ア

ジ

ア

諸

都

市

を

め

ぐ

る

旅

に

出

た

動

機

や

背

景

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

さ

ら

に

、
「

解

説

」

と

し

て

、

シ

ベ

リ

ア

各

地

や

ハ

ル

ビ

ン

を

経

て

、

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ー

ク

か

ら

日

本

に

渡

る

ま

で

の

行

程

が

ま

と

め

ら

れ

て

い

る

。

 

 

続

く

「

日

本

」

の

章

は

、

一

九

〇

九

年

二

月

か

ら

六

月

ま

で

、

数

ヶ

月

間

に

及

ぶ

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

日

本

滞

在

記

で

あ

り

、

本

書

の

大

部

分

を

占

め

て

い

る

。

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

は

、

日

露

戦

争

で

強

国

ロ

シ

ア

に

打

ち

勝

っ

た

ア

ジ

ア

の

新

興

国

で

あ

る

日

本

と

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

列

強

の

支

配

に

喘

ぐ

イ

ス

ラ

ー

ム

世

界

の

連

携

を

構

想

し

て

い

た

と

さ

れ

、

伊

藤

博

文

や

大

隈

重

信

を

は

じ

め

と

す

る

要

人

と

交

流

を

も

ち

、

頭

山

満

や

犬

養

毅

率

い

る

ア

ジ

ア

主

義

団

体

「

亜

細

亜

義

会

」

の

設

立

発

起

人

に

も

名

を

連

ね

た

と

い

う

。

ま

た

、

日

本

の

文

化

や

教

育

、

政

治

、

軍

事

か

ら

、

日

本

人

の

性

質

や

生

活

習

慣

、

宗

教

信

仰

に

至

る

ま

で

、

多

く

の

こ

と

に

関

心

を

も

ち

詳

細

な

記

録

を

残

し

た

。

旧

版

で

す

で

に

訳

さ

れ

て

い

た

こ

れ

ら

の

事

柄

に

加

え

て

、

当

時

の

日

本

の

新

聞

・

雑

誌

な

ど

に

掲

載

さ

れ

た

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

関

係

の

記

事

が

「

日

本

側

資

料

」

と

し

て

本

書

の

本

文

中

に

適

宜

挿

入

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

、

特

筆

す

べ

き

点

だ

ろ

う

。

そ

の

ほ

か

に

も

、

旧

版

で

は

省

略

さ

れ

て

い

た

彼

の

メ

モ

書

き

（

「

手

帳

か

ら

」

）

や

原

書

巻

末

の

付

記

（

「

余

談

」

）

（

「

感

慨

」

）

が

新

た

に

訳

出

さ

れ

る

と

と

も

に

、

日

本

の

章

に

続

く

朝

鮮

と

中

国

の

紀

行

文

の

概

要

（

「

解

説

 

離

日

後

の

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

旅

路

」

）

が

追

加

さ

れ

た

。

訳

注

や

訳

者

解

説

も

、

国

内

外

の

研

究

の

最

新

動

向

を

踏

ま

え

て

、

旧

版

よ

り

も

充

実

度

を

増

し

て

い

る

。

 

 

本

書

で

は

、「

イ

ス

ラ

ー

ム

と

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

そ

し

て

日

本

を

結

ん

で

一
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つ

の

グ

ロ

ー

バ

ル

ヒ

ス

ト

リ

ー

を

構

想

す

る

上

で

、

興

味

深

い

糸

口

を

提

供 

し

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

」

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

の

思

想

と

行

動

（

五

一

三

頁

）

が

、 
よ

り

複

眼

的

か

つ

立

体

的

に

示

さ

れ

て

い

る

。

本

書

は

、

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

と

そ 
の

時

代

に

関

す

る

基

礎

研

究

、

と

り

わ

け

第

二

次

世

界

大

戦

時

に

お

け

る

日 

本

の

対

イ

ス

ラ

ー

ム

工

作

に

彼

が

関

与

し

た

背

景

を

探

る

た

め

の

重

要

な

研 

究

成

果

と

し

て

、

今

後

大

い

に

参

照

さ

れ

て

い

く

だ

ろ

う

。 

（

山

﨑

典

子

） 

 
 


